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思いを形に！まちづくり活動助成金
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ま
ち
づ
く
り
活
動
助
成
金
と
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
知

恵
を
出
し
合
い
、
力
を
合
わ
せ
て
地
域
の
課
題
解
決
を
す

る
「
市
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
」
の
促
進
を
目
的
に
、

団
体
が
行
う
活
動
や
事
業
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
、
市

の
予
算
の
範
囲
内
で
助
成
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

平
成
26
年
度
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
、交
付
団
体
数
も
増
え
、

現
在
で
は
ス
タ
ー
ト
助
成
が
６
事
業
、
ま
ち
づ
く
り
助
成

が
26
事
業
と
、
多
く
の
団
体
が
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
、
自
分
の
思
い
や

発
想
を
形
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
で
は
、
平
成
28
年
度

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
助
成
金
の
交
付
対
象
と
な
る
事
業
を

募
集
し
ま
す
。

詳細　まちづくり推進課☎ 058-383-1662

　
　

ま
ち
づ
く
り
へ
の
一
歩
を
応
援　

ま
ち
づ
く
り
活
動
助
成
金

助
成
金
の
種
類
は
２
つ

説
明
会
・
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

募
集
に
あ
た
っ
て
、
説
明
会
・
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

助
成
金
に
関
す
る
個
別
の
相
談
も
常
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
28
年
１
月
16
日（
土
）　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

場
所　

総
合
福
祉
会
館　

集
会
室
（
那
加
桜
町
２
）

定
員　

各
60
人
（
申
込
順
）

備
考　

第
１
部
の
み
の
参
加
も
可
能

【
第
1
部　

ま
ち
づ
く
り
参
加
セ
ミ
ナ
ー
】　

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

テ
ー
マ　

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
つ
い
て

講
師　

原
美
智
子
・
ぎ
ふ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

【
第
2
部　

申
請
に
関
す
る
説
明
会
】　

時
間　

午
前
10
時
45
分
～
12
時

　

Ｆ
ｕ
ｎ　

Ｆ
ａ
ｎ　

Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
か
か
み
が
は
ら
は
、

「
何
か
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
や
ろ
う
！
発
信
し
よ
う
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
映
像
作
品
を
通
じ
て
各
務
原
市
を
全
国
に

発
信
し
て
い
る
団
体
で
、

平
成
26
年
４
月
に
発
足
し

ま
し
た
。

　

市
内
で
開
催
さ
れ
た
イ

ベ
ン
ト
（
河
川
環
境
楽
園

夏
フ
ェ
ス
、
カ
レ
ー
祭
り

な
ど
）
や
各
務
原
で
活
躍

す
る
人
々
（
番
組
名
「
発

見
！
各
務
原
人
!!
」）、
人

気
飲
食
店
や
隠
れ
た
名

店
（
番
組
名
「
デ
コ
お
や

じ
の
各
務
原
ば
く
ば
く
ご

飯
」、「
各
務
原
私
の
お
気

に
入
り
ラ
ン
チ
」）
を
取
材
し
て
紹
介
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
制
作
し
、

そ
の
映
像
を
動
画
投
稿
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
い

ま
す
。

　

結
成
時
は
機
材
が
不
十
分
だ
っ
た
た
め
、
ス
タ
ー
ト
助

成
を
申
請
し
ま
し
た
。

　

助
成
金
は
、
音
声
の
集
音
マ
イ
ク
や
、
ラ
イ
ト
、
バ
ッ

テ
リ
ー
な
ど
に
使
用
。
結
果
、
映
像
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
上

が
り
、
メ
ン
バ
ー
の
技
術
向
上
に
も
繋
が
り
、
今
ま
で
以

上
に
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
映
像
を
お
届
け
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
、
み
ど
り
の
ま

ち
づ
く
り
会
は
、
主
に
新

鵜
沼
台
地
域
の
安
全
・
安

心
・
き
れ
い
な
街
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
植
樹
や
里

山
づ
く
り
な
ど
の
「
緑
化
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

団
地
周
辺
緑
地
の
雑
木

を
毎
年
計
画
的
に
整
備
し
、
景
観
木
や
植
樹
箇
所
周
囲
の

下
刈
り
と
藪
枯
ら
し
、
団
地
内
に
点
在
す
る
空
き
地
の
除

草
な
ど
を
定
期
的
に
実
施
し
、
町
の
緑
化
、
維
持
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
近
年
は
、
当
会
で
整
備
し
た
里
山
林
に
子
ど
も
た

ち
で
植
樹
を
す
る
事
業
や
、
鵜
沼
第
三
小
学
校
と
連
携
し

て
、
ド
ン
グ
リ
の
種
ま
き
・
育
苗
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
助
成
を
利
用
し
、
カ
タ
ク
リ
の
球
根
を

１
０
０
０
株
、
サ
サ
ユ
リ
の
球
根
を
３
０
０
株
購
入
。
25

年
度
か
ら
３
カ
年
計
画
で
植
え
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

助
成
金
に
よ
り
、
こ
う
し
た
市
の
緑
化
を
続
け
て
い
く
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
こ
れ
ら
の

活
動
を
通
し
て
、
地

域
に
受
け
入
れ
ら
れ
、

皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
る

団
体
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
あ
な
た
で
す

応
募
要
項

【
ス
タ
ー
ト
助
成
】

　

団
体
の
設
立
や
自
立
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

助
成
額　

▽
１
年
目
＝
事
業
費
の
３
分
の
２
以
内
（
最
大

10
万
円
）、
▽
２
年
目
＝
事
業
費
の
３
分
の
１
以
内
（
最

大
5
万
円
）

対
象　

設
立
年
数
３
年
未
満
の
団
体

【
ま
ち
づ
く
り
助
成
】

　

団
体
の
成
長
や
課
題
解
決
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

助
成
額　

▽
１
年
目
＝
事
業
費
の
３
分
の
２
以
内
（
最
大

30
万
円
）、
▽
２
年
目
＝
事
業
費
の
３
分
の
１
以
内
（
最

大
15
万
円
）

対
象　

設
立
年
数
３
年
以
上
の
団
体

【
共
通
事
項
】

助
成
回
数　

１
団
体
に
つ
き
1
年
に
1
度
ま
で

備
考　

こ
の
助
成
制
度
は
、
市
議
会
に
お
い
て
該
当
予
算

の
議
決
が
前
提
と
な
り
ま
す

　

助
成
金
に
は
、
設
立
年

数
３
年
未
満
の
団
体
が
利

用
で
き
る
「
ス
タ
ー
ト
助

成
」
と
、
設
立
年
数
３
年

以
上
の
団
体
が
利
用
で
き

る
「
ま
ち
づ
く
り
助
成
」

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

助
成
す
る
団
体
の
設
立
年

数
に
よ
り
分
か
れ
、
助
成

限
度
額
に
も
違
い
が
あ
り

ま
す
。

　
　

助
成
金
で
活
動
充
実
！　

利
用
し
た
団
体
の
声

Ｆ
ｕ
ｎ   

Ｆ
ａ
ｎ   

Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
か
か
み
が
は
ら

み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
会

申
請
方
法

　

申
請
に
は
、
書
類
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
提
出

書
類
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間　

平
成
28
年
１
月
４
日
～
２
月
８
日

申
込　

申
込
様
式
を
市
役
所
４
階
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

に
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
提
出
受
付
は
平
日
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時
と
な
り
ま
す
）

様
式
の
取
得
方
法　

①
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://w

w
w
.

city.kakam
igahara.lg.jp

か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
②
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
窓
口
③
郵

送
希
望
の
方
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い　

　

事
業
は
書
類
に
よ
り
審
査

さ
れ
、
さ
ら
に
「
ま
ち
づ
く

り
助
成
」
に
は
、
公
開
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
熱

い
思
い
を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

まちづくり活動助成金で

あなたの思いを形に！
まちづくり活動助成金で

あなたの思いを形に！
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ジ
ョ
ン
・
バ
ナ
ー
・
副
学
長

浅
野
健
司
・
各
務
原
市
長

連携協定 を締結

エバレットコミュニティカレッジとエバレットコミュニティカレッジと

連携協定 を締結

　
エ
バ
レ
ッ
ト
市
は
、

ア
メ
リ
カ
北
西
部
ワ

シ
ン
ト
ン
州
の
都
市
。

人
口
は
約
10
万
３
０

０
０
人
、
面
積
は
１

２
３
㎢
と
、
州
で
６

番
目
に
大
き
な
都
市

で
す
。
近
年
は
、
航

空
機
産
業
や
通
信
、

電
子
工
業
な
ど
の
先
端
産
業
が
盛
ん
で
、

市
内
に
は
、
ボ
ー
イ
ン
グ
社
の
主
力
組
み

立
て
工
場
が
立
地
す
る
な
ど
、
航
空
宇
宙

産
業
の
一
大
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
あ
る
「
エ
バ
レ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
」
は
、
１
９
４
１
年
に
創

立
し
た
、
２
年
生
の
州
立
大
学
。
同
校
内

に
は
、
航
空
機
産
業
に
関
す
る
高
度
な
技

術
を
習
得
で
き
る
、「
Ａ
Ｍ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
（
高

度
技
能
教
育
セ
ン
タ
ー
）」
が
あ
り
、
専

門
的
な
知
識
・
技
術
を
持
っ
た
人
材
を
育

成
し
て
い
ま
す
。

市教育委員会表彰
市民憲章推進協議会・
青少年育成市民会議表彰

■
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

長
谷
川
昭
典
、
北
野
賢
治
、
池
田
龍
彦
、

伊
藤
重
敏
、
梶
田
哲
朗
、
宮
﨑
金
市
、
野

口
博
幸
、
岡
戸
宏
、
三
村
武
俊
、
野
中
好

子
、
坂
澤
博
光
、
池
田
博
司
、
桃
井
喜
美

代
、
永
井
八
郎
、
今
尾
嘉
代
、
髙
橋
雅
子
、

前
田
勇
、
宇
野
三
七
男
、
中
野
好
弘
、
出

町
和
子
、
寺
島
晴
美
、
鳥
居
節
子

■
伝
統
文
化
の
振
興
発
展
に
貢
献

塚
田
き
ぬ
ゑ

■
芸
術
文
化
の
振
興
に
貢
献

宮
崎
惠
美
子

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献

山
田
一
道
、
小
林
和
博
、
今
尾
慎
治
、
林

達
也
、
若
山
文
明

■
社
会
教
育
の
振
興
に
貢
献

玉
置
久
恵
、
富
樫
政
孝
、
中
村
房
子
、
三

木
秀
生
、
野
々
垣
義
太
郎
、
林
和
子
、
小

島
千
恵
、
三
木
節
子
、
鳥
居
節
子

詳
細　
教
育
委
員
会
総
務
課
☎
０
５
８（
３

８
３
）
１
１
１
７

■
市
民
憲
章
推
進
功
労
者

尾
﨑
秋
雄
、
海
老
原
マ
ツ
エ
、
臼
井
直
八
、

尾
関
信
行
、
齊
田
充
、
船
迫
し
づ
子
、
林

清
、
池
田
裕
俊
、
片
岡
盛
幸
、
近
藤
龍
美
、

足
立
美
代
子
、
池
端
計
吾
、
牧
田
憲
、
加

藤
豊
實
、
鶴
田
光
彦

■
市
民
憲
章
作
文
最
優
秀
者

森
悠
翔
、
岩
田
妃
良
莉
、
松
本
友
奈
、
今

尾
優
、
小
島
理
貴
、
神
谷
咲
羽
、
横
山
知

佳
、
深
山
鳩
子
、
小
島
大
知

詳
細　

い
き
い
き
楽
習
課
☎
０
５
８（
３
８

３
）１
２
１
０

　

現
在
、
各
務
原
市
も
成
長
産
業
・
次
世

代
産
業
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
し
か
し
、
高
度
人
材
不
足
が
懸
念

さ
れ
る
な
ど
、
次
代
を
担
う
技
術
者
・
技

能
者
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
産
業
人
材
育
成
や
教
育
交
流

な
ど
を
進
め
る
た
め
、
エ
バ
レ
ッ
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
と
連
携
協
定
を
締

結
。
協
定
に
は
、
生
徒
や
教
職
員
、
学
術
・

教
育
情
報
の
交
流
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ア
イ

デ
ア
の
交
流
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
今
後
さ
ま
ざ

ま
な
連
携
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

■
青
少
年
育
成
功
労
者　

岡
田
康
明
、
留
田
恭
子
、
中
廣
由
美
子
、

川
嶋
義
則
、
平
光
惠
子
、
金
子
正
之
、
野

口
勝
彦
、
奥
村
卓
司
、
加
藤
博
、
廣
田
君

子
、
永
田
英
樹
、
後
藤
英
德
、
澤
井
明
美
、

大
塚
光
、
芳
原
昌
子
、
加
藤
あ
や
子
、
池

戸
一
成
、
加
古
義
博
、
山
地
隆
文
、
越
智

正
孝
、
河
合
厚
雄
、
今
尾
幸
、
丹
羽
昭
一
、

小
島
操

■
善
行
青
少
年

伊
東
駿
、
田
中
秀
俊
、
安
部
紗
也
加
、
尾

関
大
輝

詳
細　

青
少
年
教
育
課
☎
０
５
８（
３
８

３
）１
４
８
４

航
空
宇
宙
産
業
の
一
大
拠
点

も
の
づ
く
り
産
業
を
支
え
る
大
学

連
携
に
よ
る
次
代
の
人
材
育
成

市教育委員会表彰
市民憲章推進協議会・
青少年育成市民会議表彰

市
教
育
委
員
会
表
彰

市
教
育
委
員
会
表
彰

市
民
憲
章
推
進
協
議
会
表
彰

市
民
憲
章
推
進
協
議
会
表
彰

青
少
年
育
成
市
民
会
議
表
彰

青
少
年
育
成
市
民
会
議
表
彰

11
月
４
日
、
市
は
エ
バ
レ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
と
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
今
後
、
航
空
機
産
業
を
核
と
し
た
、
協
力
・

交
流
を
促
進
し
、
両
者
の
航
空
機
産
業
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

詳
細　

企
画
政
策
課
☎
０
５
８
（
３
８
３
）
４
９
５
９

エバレットコミュニティカレッジ
（ワシントン州   エバレット市）

ジョン・バナー副学長
のメッセージ

　各務原市と連携協力の覚
書を締結できたことを、と
ても嬉しく思います。
　今回の連携を通じ、さま
ざまな分野の人材を育成し
ていくために、お互い協力
しながら、研鑚していきた
いと思います。

10 月 28 日、平成 27 年度の表彰式が開催され、青少年の健全
育成など、教育の振興発展に貢献された皆さんに表彰状が手
渡されました。表彰されたのは、次の皆さんです（敬称略）。
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ASAKEN Report

毎
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す

市長　浅野健司

　

11
月
1
日
か
ら
の
5
日
間
、カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
セ
リ
ト
ス
市
と
ワ
シ
ン
ト
ン
州

エ
バ
レ
ッ
ト
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
訪
問
し
た
セ
リ
ト
ス
市
と

は
、
姉
妹
教
育
交
流
協
定
を
２
０
０
１

年
5
月
に
締
結
し
、
市
内
の
中
学
生
を

海
外
派
遣
し
て
い
ま
す
。
交
流
事
業
開

始
か
ら
15
年
、
既
に
約
４
４
０
人
に
も

お
よ
ぶ
中
学
生
を
受
け
入
れ
て
頂
い
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
の
お
礼
と
、
引
き
続

き
の
協
力
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
訪
問
し
た
の
は
エ
バ
レ
ッ
ト

市
。
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
、
緑
豊
か

な
都
市
で
あ
る
と
同
時
に
、
大
手
航
空

機
メ
ー
カ
ー
、
ボ
ー
イ
ン
グ
社
の
主
力

組
立
工
場
を
中
心
と
し
た
航
空
宇
宙
産

業
の
一
大
拠
点
で
も
あ
り
ま
す
。
航
空

機
産
業
を
中
心
と
し
た
「
も
の
づ
く
り

の
ま
ち
」
と
い
う
面
で
、
各
務
原
市
と

よ
く
似
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
エ
バ
レ
ッ
ト
市
に
は
、

州
立
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
は
も
の
づ
く
り
産
業

を
支
え
る
専
門
的
な
知
識
と
技
術
を

持
っ
た
人
材
を
多
く
育
成
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
優
れ
た
人
材
育
成
能
力
を

発
揮
し
て
い
る
カ
レ
ッ
ジ
と
連
携
協
定

を
締
結
で
き
た
こ
と
は
、
非
常
に
頼
も

し
く
、
こ
れ
か
ら
の
事
業
展
開
に
大
き

な
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
ボ
ー
イ
ン
グ
社
の
エ
バ
レ
ッ

ト
工
場
も
視
察
し
て
き
ま
し
た
。
世
界

各
地
か
ら
こ
こ
に
集
ま
る
航
空
機
の

パ
ー
ツ
。
そ
の
一
部
が
各
務
原
市
で
造

ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
こ
こ
で
組
み

立
て
ら
れ
、
世
界
の
大
空
を
飛
び
ま
わ

る
「
飛
行
機
」
と
な
っ
て
い
く
様
子

は
、
非
常
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
現
場
を
実
際
に
見
て
、

そ
の
壮
大
さ
を
肌
で
感
じ
と
り
、
そ
し

て
将
来
に
夢
と
希
望
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
施
策
展
開
の
大
切
さ
を
感
じ

た
渡
米
で
し
た
。

米国　セリトス市・
エバレット市訪問

【通知カード・個人番号カード・各務原市民カードの機能比較表】
通知カード 個人番号カード 各務原市民カード

デザ
イン

交付
対象

住民票を有するすべての方
（申請不要）

希望者のみ（通知カード同封の申請
書で申請が必要）

希望者のみ（市役所・市民サービス
センターで申請が必要）

交付
期間

平成 27 年 11 月～順次送付
平成 28 年１月～（受付開始当初は、
申請が集中するため、交付までに多
くの日数がかかる見込みです）

平成 10 年 9月～
マイナンバー制度開始後も、引き続
き交付・利用ができます

利用
用途

マイナンバーを証明する書類

▼マイナンバーを証明する書類 ▼公
的な本人確認書類 ▼ e-Tax などの行
政手続きのオンライン申請

▼市内５カ所の自動交付機で、住民
票の写しなどの取得 ▼印鑑登録証と
して利用

留意
事項

本人確認書類としての利用不可

▼コンビニ交付サービスには未対応

▼ 自動交付機での利用不可 ▼即日交
付はできません

▼マイナンバーの記載はありません

▼戸籍謄本など自動交付機で発行で
きない証明書があります

に
共
感
す
る
人
か
ら
、
少
額
ず
つ
集
め
る

資
金
調
達
手
段
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
中
で
も
、「
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｏ
」は
、地
域

を
盛
り
上
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
特
化
し

た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
イ
ト
。

３
市
が
運
営
す
る

「
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｏ
美
濃

國
」
は
、
美
濃
加

茂
市
が
委
託
す
る

起
業
家
支
援
団
体

「
姫
Ｂ
ｉ
ｚ
」
が
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

受
付
や
各
種
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

起
案
者
と
し
て
支
援
を
呼
び
か
け
た

り
、
支
援
者
と
し
て
共
感
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
応
援
し
た
り
で
き
る
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
。「
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｏ
美
濃

國（https://faavo.jp/m
inonokuni

）」

で
は
、
３
市
を
含
め
た
美
濃
地
域
内
で
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

起
業
や
新
商
品
開
発
、
イ
ベ
ン
ト
実
施
な

ど
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
皆
さ
ん
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
細　

Ｆ
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｏ
美
濃
國
事
務
局
（
姫

Ｂ
ｉ
ｚ
）
☎
０
５
６
７（
５
０
）２
２
５
６

美濃國にも、たくさんいいものあるよね？

はじめました

ク ウ ドラ
デ ン グフ ァ ン ィ

　

今
年
９
月
、
市
は
、
関
市
と
美
濃
加
茂

市
と
地
方
創
生
広
域
連
携
協
定
を
締
結
。

３
市
が
協
力
し
て
、
地
方
創
生
や
地
域
活

性
化
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
11
月
か
ら
は
、
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
「
Ｆフ

ァ

ー

ボ

Ａ
Ａ
Ｖ
Ｏ

美み
の
の
く
に

濃
國
」
が
ス
タ
ー
ト
。
地
域
を
盛
り
上

げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
ま
す
。

　
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
と
は
、

個
人
や
団
体
が
持
つ
「
ア
イ
デ
ア
」
を
実

現
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
資
金
を
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
そ
の
ア
イ
デ
ア

ア
イ
デ
ア
実
現
の
資
金
調
達
を
支
援

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
で
地
域
活
性
化

▲  

「
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｏ
美
濃
國
」

　
　ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
画
面

通
個

カ
番

ド
カ ド

知
人

ー
号

・
ー

マ イ ー 特ナ バ 制 集度 2ン

　「通知カード」は、住民票を有するすべての方に、
住民票の住所あてに簡易書留（転送不要）で、郵
送しています。届いた通知カードは、破棄したり、
紛失したりしないよう大切に保管してください。
　また、この通知カードの下部は、「個人番号カー
ド交付申請書」となっています。個人番号カード
の作成は任意ですが、作成を希望する方は、同封
されたパンフレットを参考にして、手続きを行っ
てください。なお、交付申請書には、あらかじめ
住所、氏名などが記載されています。引っ越しな
どで記載事項に変更があった場合は使用できなく
なりますので、市民課までご連絡ください。

　マイナンバー制度では、新たに２種類のカード
が登場。これまで市で利用していた「各務原市民
カード」も含めた機能の比較は下表のとおりです。
それぞれのカードの違いを確認してください。

　通知カードや個人番号カード、そのほかマイナ
ンバー制度については、下記にお問い合わせくだ
さい。通話料は無料です。
12 月 29 日～１月３日を除く

△

平日＝ 9:30 ～
22:00

△

土・日曜日、祝日＝ 9:30 ～ 17:30 に、マ
イナンバー総合フリーダイヤル☎ 0120-95-0178

通知カードは、大切に保管してください ３つのカードの機能を比較

お問い合わせはフリーダイヤルに

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

広報紙 9 月 1 日号でもお知らせした「マイナンバー制度」。現在、マイナ
ンバーが記載された「通知カード」を、住民票の住所あてに順次郵送して
います。届いた書類は、内容を確認し、大切に保管してください。
詳細　市民課☎ 058-383-1078

【表】

【裏】
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　名古屋アメリカンセンター寄
贈の絵本から読み聞かせします。
日時　12 月 18 日、平成 28 年 1 月
15 日　いずれも金曜日　11:00～
11:20
場所　中央図書館 1 階おはなし
のへや（那加門前町 3）
申込　当日会場受付
詳細　ブランド創造課内各務原
国際協会事務局☎ 058-383-1426

12・1 月の英語絵本
よみきかせ会

　各務原養護学校の生徒による
作品展とハンドベル演奏会を開
催します。ぜひ、会場にお越し
ください。

【作品展（絵画・工作など）】
期間　12 月 5 日～ 11 日
場所　産業文化センター 1 階エ
ントランスホール（那加桜町 2）

【ハンドベル演奏など】
日時　12月4日（金）①11:30 ～
② 13:00 ～
場所　イオンモール各務原 1 階
センターホール（那加萱場町 3）
詳細　各務原養護学校☎ 058-
383-1268

各務原養護学校
作品展と演奏会

日時　平成 28 年 1 月 24 日（日）
10:30 ～（開会式 9:30 ～、雨天
決行）
場所　各務原浄化センター（前
渡西町）
対象　市内在住・在勤・在学の方
種目　①一般・高校男子の部＝
13.8km ②一般・高校女子、中学
男子、中学女子の部＝ 11.5km
費用　① 3500 円② 2500 円
備考　 ▽ コースは各務原浄化セ
ンター内 ▽各部とも 1 チーム監
督 1 人・選手 5 人・補欠 2 人
申込と詳細　1 月 8 日までに費
用を添えて、〒 504-0854 蘇原
野口町 3-5、山興印刷（株）内市
陸上競技協会事務局・山田☎
058-389-1414

第38回市長杯争奪
駅伝競走大会

放送大学
生徒募集

　放送大学は、テレビなどの放
送やインターネットを利用して
授業を行う通信制の大学で、心
理学・福祉・経済・歴史・文学
など、幅広い分野を学ぶことが
できます。
　現在、平成 28 年度第 1 期（4
月入学）の学生を募集中です。
出願期間　平成 28 年 3 月 20 日
まで
備考　大学説明は 12 月 5 日・
12 日・19 日・20 日、 平 成 28
年 1 月 9 日・16 日・17 日、2
月 6 日・20 日・21 日 に 岐 阜
学習センター（岐阜市薮田南
5-14-53）で行います
詳細　放送大学岐阜学習セン
ター☎ 058-273-9614

わが家  わが町
家庭の日発表会

　岐阜地域の代表家族が、特徴
的なわが家の実践を発表します。
　市からはプロ棋士を目指す高
田さん一家が発表します。ご家
族やお友達とご来場ください。
日時　平成 28 年 1 月 17 日（日）
13:00 ～ 15:30
場所　羽島市文化センター（羽
島市竹鼻町丸の内 6-7）
詳細　青少年教育課☎ 058-38
3-1484

消防団員募集准看護学校
生徒募集

学びの森
イルミネーション

くすり博物館
X'mas コンサート

　私たちのまちを、あなたの力
で守りませんか。
　平成 28 年度の新規消防団員
を募集しています。詳しくは、
お住まいの地域を管轄する消防
団員、または消防本部総務課ま
でお問い合わせください。女性
消防団員も募集しています。
入団資格　 ▽市内在住・在勤の
満 18 歳以上の男女 ▽ 心身とも
に健康な方
詳細　消防本部総務課☎ 058-
382-3136

出 願 期 間　 平 成 28 年 1 月 12
日～ 29 日（16:00 必着）
試験日　2 月 11 日（祝・木）
対象　中学校卒業以上の学歴を
有する方
定員　30 人
修業年限　2 年
試験科目　国語、数学、社会、
面接、小論文
備考　募集要項は、学校窓口で
配布中
申込と詳細　市医師会准看護学
校（那加東亜町）☎058-389-3118

　 約 300 ｍ
に渡って続
くイチョウ
とメタセコ
イヤの並木道「学びの森プロム
ナード」に、約 20 万球のイル
ミネーションが点灯します。
期間　 12 月 5 日～平成 28 年 1
月 31 日　17:00 ～ 22:00
場所　 学びの森プロムナード

（那加雲雀町）
備考　期間中は、市民公園噴水
もライトアップします（17:00 ～
22:00　各 0 ～ 15 分）
詳 細　河川公園課☎ 058-383-
1533

　定番のクリスマスソングなど
を、ベルとクラリネットによる
華やかな演奏でお届けします。
日時　12 月 20 日（日）10:00 ～
12:00（開場 9:40）
場所　内藤記念くすり博物館

（川島竹早町）
内容・出演　 ▽ミュージックベ
ルクラブ鈴々（写真上） ▽読み
聞かせ ▽ アンサンブルグラン
ミュ（クラリネット四重奏・写
真下）
予定曲　となりのトトロ、そり
すべり、赤鼻のトナカイほか

詳細　ブランド創造課☎ 058-
383-1042

埋文レギュラー
メニュー講座

【埋蔵文化財バックヤード見学】
　古墳など市内の遺跡発掘調査
で出土した、土器や瓦など遺物
の整理作業を行っているバック
ヤードをご案内します。

【土器・石器鑑定局】
　個人で所蔵している、土器の
かけらや石器などはありません
か。センターまでお持ちいただ
ければ、種別や年代を調べてお
答えします。

【埋文学習相談室】
　郷土の歴史探求のためのテー
マや、参考資料などについてア
ドバイスします。

【共通事項】
日時　平日の 10:00 ～ 16:00 の
うち 30 分程度
場所　埋蔵文化財調査センター

（三井東町 4）
対象　小学生以上
申込と詳細　事前予約が必要で
す。電話で埋蔵文化財調査セン
ター☎ 058-383-1123

　「広報各務原」裏表紙の人気
コーナー「市民ギャラリー」で
は、市民の皆さんが創作した作
品を募集・掲載しています。
対象　市内在住・在勤・在学で、
教室などを運営していない方
申込と詳細　秘書広報課☎ 058-
383-1111 内線 2151

あなたの力作を
広報紙に

　国税の申告・納税は、インター
ネットの「e-Tax（イータックス、
電子申告・納税システム）」を
ご利用ください。利用には市民
課窓口発行の電子証明書が必要
です。

【イータックスの利点】

▽源泉徴収票や医療費領収証な
どの提出が省略可能（確定申告
提出後、5 年間は税務署から提
出・提示を求められる場合あり）

▽還付金を 3 週間程度で受け取
ることができる
詳細　 ▽イータックス＝岐阜南
税 務 署 ☎ 058-271-7111、 ウェ
ブサイト http://www.e-tax.nta.
go.jp ▽ 電子証明書＝市役所市
民課☎ 058-383-1078

国税の申告・納税
はイータックスで

　給与受給者の所得税は、毎月
の給与やボーナスから差し引か
れ、年末調整で 1 年分を精算
します。年末調整を受けるため
には、「給与所得者の扶養控除
等申告書」を勤務先に提出しな
ければなりません。提出の際は、
下記にご注意ください。

【配偶者や扶養親族の方の収入
を正しく申告してください】
　収入金額によっては、扶養控
除・配偶者控除・配偶者特別控
除が受けられない場合や、配偶
者特別控除額が変わる場合があ
ります。

【二人以上の方が、同じ人を扶
養親族にはできません】
　共働きの夫婦が子どもを両方
の扶養親族にした場合や、兄弟
が親を両方の扶養親族にした場
合などは、どちらか一方は扶養
控除が受けられなくなります。

【共通事項】

▽申告内容に誤りがあると、後
日、所得税や住民税が追加徴収
される場合があります ▽申告書
に記載した内容が間違っている
と気付いたら、すみやかに勤務
先に申し出て、年末調整の再調
整を受けてください
詳細　岐阜南税務署☎ 058-271-
7111

年末調整を受ける
サラリーマンの方へ

　自動車の名義・住所変更や廃
車などの手続きは、年度末には
登録窓口が大変混雑するため、
長時間お待ちいただくことにな
ります。
　変更などの手続きを予定され
ている方は、なるべくお早めに
お願いします。
詳細　中部運輸局岐阜運輸支局
☎ 050-5540-2053

自動車の変更手続
お早めに

　市民ボランティアの方を中心
に、簡単にできる体操を皆さん
と一緒に行います。気軽にご参
加ください。参加は無料です。
日時　12 月 16 日（水）　9:30 ～
10:30
場所　蘇原コミュニティセン
ター（蘇原野口町 1）
対象　65 歳以上の方
持参品　運動ができる服装、室
内用運動靴、タオル、飲み物
申込と詳細　事前に電話で介護
保険課☎ 058-383-2124

らくらく
体操ひろば
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　都市計画マスタープランの地
区別構想の策定に当たり、各地
区で意見交換会を開催します。

【稲羽地区】
日時　12 月 14 日（月）19:00 ～
場所　稲羽コミュニティセン
ター（上戸町 3）

【鵜沼地区】
日時　12 月 15 日（火）19:00 ～
場所　鵜沼福祉センター（鵜沼
羽場町 1）

【那加地区】
日時　12 月 16 日（水）19:00 ～
場所　那加福祉センター ( 那加
雲雀町）

【蘇原地区】
日時　12 月 21 日（月）19:00 ～
場所　蘇原コミュニティセン
ター（蘇原野口町 1）

【川島地区】
日時　12 月 22 日（火）19:00 ～
場所　川島ライフデザインセン
ター（川島河田町）
詳 細　都市計画課☎ 058-383-
1111 内線 2732

新しい都市の
将来像にご意見を

【市税】　

▽ 休日相談日時＝ 12 月 12 日
（土）　9:00 ～ 17:00 ▽ 夜間相談

日時＝ 12 月 14 日（月）・15 日
（火）　17:15 ～ 20:00

場所　市役所１階税務課
【国民健康保険料】　夜間相談日

時＝ 12 月 11 日（金）　17:15 ～
20:00
場所　市役所１階医療保険課

【共通事項】
備考　本庁舎北側地下入口から
お入りください
詳細　 ▽ 市税＝税務課☎ 058-
383-4773 ▽ 国民健康保険料＝
医療保険課☎ 058-383-1112

12 月の休日・夜間
納付相談

　12 月 10 日は、国際連合総会
で世界人権宣言が採択された

「人権デー」。12 月 4 日～ 10 日
の 1 週間、「人権週間」として、
さまざまな行事が行われます。

【人権相談】
　人権擁護委員に相談できま
す。相談は無料で、秘密は固く
守られます。
日時　毎月第 1 金曜日　13:00 ～
16:00
場所　市役所 4 階市民相談室
申込と詳細　まちづくり推進課
☎ 058-383-1884

人権について
考えよう

　12 月 11 日～ 20 日は、「年末
の交通安全県民運動」期間です。

【無事故で年末  笑顔で年始】

▽ 夕暮れ時や夜間の外出時は、
明るい服装や夜光反射材を身に
付けたり、自転車のライトを早
めに点灯したりして、交通事故
を防止しましょう ▽飲酒運転を
根絶しましょう ▽全ての座席の
シートベルトとチャイルドシート
の正しい着用を徹底しましょう
詳 細　防災安全課☎ 058-383-
1190

年末の交通安全
県民運動

　冬場は、暖房器具の使用によ
り、二酸化炭素の排出量が特に
多くなります。一人一人のエコ
ライフへの取り組みが、地球温
暖化防止のカギを握ります。
　エネルギーの消費を抑えるた
め、家庭での節電など身近な所
から二酸化炭素の排出量を減ら
し、美しい環境を未来に残して
いきましょう。
取り組み例　 ▽暖房の設定温度
は 20 度を目安にする ▽ 長期間
使わない電化製品のコンセント
をプラグから抜く ▽車の運転時
にはエコドライブを心がける
詳 細　環境政策課☎ 058-383-
4232

12 月は地球温暖化
防止月間

　住宅や倉庫など、家屋の一
部、または全部を取り壊したと
きは、資産税課へ申請してくだ
さい。
対象　平成 27 年 12 月 31 日ま
でに家屋を取り壊した方
申請方法　資産税課にある「家
屋滅失申請書」を提出
詳細　資産税課☎ 058-383-4840

家屋を取り壊した
ときは申請を

　毎月、女性弁護士による女性の
ための法律相談を行っています。
12 月の相談日は第 3 木曜日です。
日時　12月17 日（木）　14:00 ～
16:00（予約制）
定員　6 人（申込順）
備考　 ▽ 相談時間は 1 人 20 分

▽ 12 月以外は第 4 木曜日
申込と詳細　12 月 16 日　10:00 ～
まちづくり推進課☎ 058-383-
1884

12 月の女性のための
法律相談

テクノプラザ
CAD 研修

【CATIA V5 入門】
期日　12 月 4 日（金）
費用　3600 円

【CATIA V5 基礎】
期間　12 月 9 日～ 11 日（3 日間）
費用　3 万 6720 円

【SOLIDWORKS 基礎】
期間　12月14日～15日（2日間）
費用　2 万 160 円

【共通事項】
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 05
8-379-6370

　万が一、航空機事故などが起
こったときの被害を最小限にと
どめるため、法律に基づく訓練
を行います。
　訓練に伴って黒煙が発生しま
すが、環境に配慮し、灯油の使
用は最小限にしています。ご理
解をお願いします。
日時　12 月 10 日（木）　6:00 ～
8:15（荒天時は 12 月 11 日）
場所　航空自衛隊岐阜基地内
詳細　航空自衛隊岐阜基地渉外
室☎ 058-382-1101 内線 2271

岐阜基地航空機
救難消防訓練

　市では、高等学校を卒業して
いない父子・母子家庭の父母の
方への支援を行っています。
　より良い条件での就業・転職
へ繋げるために、「高等学校卒
業程度認定試験」合格を目指す
場合、その学び直しを支援する
ことを目的とした給付金を支給
します。
対象　ひとり親家庭の親で、次
の要件を全て満たす方

▽児童扶養手当の支給を受けて
いる、または同等の所得水準に
あること ▽ 就業経験や技能、資
格の取得状況などから判断し
て、高卒認定試験に合格するこ
とが適職に就くために必要と認
められること ▽市暴力団排除条
例第 2 条第 3 号の暴力団員等
でないこと
対象講座　高卒認定試験の合格
を目指す講座で、市が適当と認
めたもの
支給額　①受講修了時給付金＝
受講費用の 2 割（上限 10 万円）
②合格時給付金＝受講費用の 4
割（①と合わせて上限 15 万円）
申込と詳細　子育て支援課☎
058-383-1131 内線 2522

高校卒業程度
認定試験合格支援

　市教育委員会は、来年度小学
校へ入学されるお子さんのご家
庭に、入学通知書を 12 月中に
郵送します。
対象　平成 21 年 4 月 2 日～平
成 22 年 4 月 1 日生まれ

【以下の場合はご連絡ください】
▽ 入学通知書が 12 月中に届か

ないとき ▽ 国立、私立小学校並
びに県立の特別支援学校などの
小学部へ入学するとき ▽ 住所、
氏名など記載事項に誤りがあっ
たとき ▽ 住所などを変更した、
または入学日までに住所などを
変更する予定があるとき ▽他の
市町村発行の入学通知書をお持
ちのとき ▽病気、その他やむを
得ない理由のため、就学猶予・
免除を希望するとき
詳 細　学校教育課☎ 058-383-
1118

お届けします
小学校入学通知書

　市の財政基盤である市税収入
の確保と納税の公平性を確保す
るため、差押財産のインター
ネット公売を行います。
　インターネットオークション
システムを利用し、入札方式で
行う公売です。
参加申込期間　平成 28 年 1 月
7 日　13:00 ～ 22 日　23:00
入札期間　平成 28 年 1 月 29 日
13:00 ～ 2 月 5 日 13:00

【売却区分番号各 1】

▽財産の所在（種類・面積）＝
下 切 町 西 欠 上 688-4（ 宅 地・
495.62 ㎡） ▽最低公売価格＝316
万円 ▽ 公売保証金＝ 32 万円
備考　 ▽公売財産と手続きの詳
細は市ウェブサイトをご覧くだ
さい ▽ 滞納税完納などにより公
売が中止される場合があります
詳細　税務課☎ 058-383-4773

差押財産の
インターネット公売

　最優秀賞に選
ばれたのは次の
皆さんです（敬
称略）。

【小学校低学年】
横山大輝（尾崎小 2）、小澤優
司（那二小 1）、伊藤孝太郎（八
木山小 1）、足立真子（各務小
2）、池田耕吾（尾崎小 1）、足
立和紀（稲東小 1）、川村理桜（陵
南小 1）

【中学年】
三宅まあれ（尾崎小 3）、金成
咲清（中央小 4）、足立真紀（各
務小 4）、石田瑞怜（鵜三小 3）、
クロフォード・マックシィミリ
アン（稲東小 4）、髙木風花（稲
西小 4）、川崎純弥（各務小 3）

【高学年】
尾関来夢（川島小 6）、竹山元
基（稲東小 6）、田中琴梨（緑
苑小 6）、飯田涼花（八木山小 6）、
今尾聡介（那一小 5）、大塚涼
実（同 6）、藤岡那帆（鵜一小 6）

【中学校】
竹中実由妃（那加中 2）、筒井
翔太郎（桜丘中 1）、山田葵（蘇
原中 2）、柴田琉司（稲羽中 1）、
寺島いずみ（川島中 3）、日置
ひかる（蘇原中 2）、中島綾奈（中
央中 3）
詳 細　学校教育課☎ 058-383-
1118

市読書感想文
コンクール受賞者

　消防団が年末に、巡回・広報
などで警戒活動を実施します。
戸締り・火の元に気をつけて、
すばらしい新年を迎えましょう。

【平成 27 年度全国統一防火標語】
「無防備な  心に火災が  かくれん

ぼ」　
詳細　消防本部総務課☎ 058-
382-3136

消防団年末夜警
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社会福祉制度の相談なども受
け付けます。
日時　12 月 15 日（火）　13:00～
14:20
場所　市役所 1 階社会福祉課相
談室（那加桜町１）
備考　予約制です
申込と詳細　社会福祉課☎ 058-
383-1126

精神保健福祉士
こころの健康相談

期間　12 月 31 日まで
場所　市内指定医療機関（要予約）
対象　 ▽ 接種時 65 歳以上の方

▽ 接種時 60 ～ 64 歳で、心臓・
腎臓・呼吸器の機能に日常生活
が極度に制限される程度の障が
いを有する、またはヒト免疫不
全ウイルスにより免疫の機能に
日常生活がほとんど不可能な程
度の障がいを有する方
接種回数　１回
費用　1500 円
持参品　保険証など住所・年齢
が確認できるもの、健康手帳（お
持ちの方）
備考　対者で以下の方は、健康
管理課へ ▽生活保護世帯の方 ▽

施設入所などで市内の指定医療
機関での接種が困難な方、県内
のかかりつけ医で接種希望の方
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15

高齢者インフル
エンザ予防接種

　身近なボランティアである献
血。お近くの会場で、ぜひご協
力をお願いします。

備考　400mL 限定会場
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
7570

1 月の「愛の献血」

期日 受付時間 場所

1月17日
（日）

9:30 ～ 12:00
アピタ
各務原店13:15 ～ 16:00

トを記入し、持参してください
【共通事項】

受付時間　13:00 ～ 13:30
対象地区　▽ 総合福祉会館＝那
加・川島・蘇原地区、稲羽西小
校区▽ あさひ子ども館＝鵜沼
地区、稲羽東小校区
持参品　母子健康手帳、問診票

（記入済のもの）
備考　 ▽指定日に受診できない
場合、別地区でも受診可 ▽前月
までの対象児で受診されていな
い方は、今回受診可 ▽駐車料金
の補助あり
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1116

1 月の
乳幼児健康診査

【4 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談

【11 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
歯科・栄養・育児などの保健相談

【1 歳 6 か月児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　▽ 歯みがきをして受診し
てください（歯の汚れの検査あ
り）▽ 当日幼児フッ素塗布受
診票を発行（１人 1 回分・無料）

【3 歳児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
尿検査、聴覚検査、身体計測、
個別相談
備考　尿を入れる容器（12 月中旬
郵送）と目と耳に関するアンケー

日時　祝日を除く、毎週月～金
曜日　9:00 ～ 16:00
場所　産業文化センター 7 階相
談室（那加桜町 2）
対象　悩みや心配事を持つ市内
在住の児童・生徒または保護者
申込と詳細　事前予約が必要。
火～金曜日（祝日除く）の13:00～
16:00 に電話で、あすなろ教育
支援センター☎ 058-383-1487

あすなろ教育相談
　日中どこか
に通ってみた
い、友達を作
りたい、誰か
と話したいなど楽しいひと時を
過ごしたいという方は、一度ご
相談ください。
日時　毎月第 1 金曜日　10:00 ～
11:30
場所　総合福祉会館 3 階（那加
桜町 2）ほか
対象　市内在住で精神科病院に
通院している方　
内容　外出、調理、茶話会など
備考　事前申請が必要です
申込と詳細　社会福祉課☎ 058-
383-1126

精神障がい者
グループワーク

日時　平成 28 年 1 月 17 日（日）
9:30 ～ 11:30
場所　あさひ子ども館（鵜沼朝
日町 3）
対象　平成 28 年 4 月～ 6 月出産
予定の妊婦と夫
定員　35 組程度（申込順）
内容　妊婦体験、赤ちゃんの特
徴と抱っこの体験など
持参品　母子健康手帳、筆記用具、
バスタオル 2 枚、動きやすい服装
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1116

両親学級

　心身ともに健やかな子を産み
育てるため、思春期、妊娠・出
産、子育てなどに関する相談を
行っています。一人で悩まない
で、気軽にご相談ください。
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1116

母と子の健康相談

　インフルエンザに感染しな
い、させないために、以下のこ
とをみんなで実行しましょう。

▽ 外から帰宅したら「手洗い、
うがい」を習慣に ▽熱、咳、く
しゃみの症状にはマスクを着用

▽せきエチケットを心がける ▽

栄養と睡眠を十分にとる ▽室内
を適度な温度・湿度に保つ ▽人
ごみに出かけることを避ける
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1115

インフルエンザを
予防しましょう

　平成 25 年 3 月 31 日までに、市
の助成で子宮頸がん、ヒブ、小
児用肺炎球菌のいずれかのワク
チンを接種し、接種後に何らか
の症状が生じて医療機関を受診
した方は、接種との関連性が認
定されると、医療費・医療手当
が支給される場合があります。
　対象は、請求した日からさか
のぼって 5 年以内に受けた医
療に限られます。心当たりのあ
る方は、独立行政法人医薬品医
療機器総合機構の相談窓口☎ 01
20-149-931（または 03-3506-94
11）にお問い合わせください。
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1115

予防接種副作用の
救済制度について

みんなの市民憲章
読書をしよう

　日没が早く寒い季節にな
り、家で過ごす時間が増えて
きたのではないでしょうか。
　読書をすることで、視野が
大きく広がり、他人の気持ち
に共感する心も育ちます。子
どもと一緒に読んで、感想を
楽しく話し合うのも良いこと
です。
　家族みんなで、時間を見つ
けてぜひ読書をしましょう。
　　　　市民憲章推進協議会

【県予備講習（甲種、乙種全類、
丙種）】
期日　平成 28 年 1 月 13 日（水）・
14 日（木）
場所　県シンクタンク庁舎（岐
阜市薮田南 5）
申込期間　12 月 1 日～ 25 日

【市予備講習（乙種 4 類）】
期日　平成 28 年 1 月 28 日（木）
場所　市商工振興センター（那
加桜町 2）
申込期間　12 月 1 日～ 1 月 27 日

【共通事項】
備考　詳細は市ウェブサイト
申込　危険物取扱者試験の願書
受付は、平成 28 年 1 月 7 日～
15 日に、消防試験研究センター
岐阜県支部（岐阜市薮田南 1）
詳細　消防本部予防課☎ 058-
382-3137

危険物取扱者試験
受験準備講習

日時　平成 28 年 2 月 7 日・14 日
いずれも日曜日　9:00 ～ 17:00

（全 2 回）
場所　消防本部（那加桜町 1）
対象　市内在住・在勤の 70 歳
以下の方で、以下の項目をすべ
て満たす方 ▽応急手当普及員の
認定を受けている ▽救命講習や
普及活動を行う意思がある
定員　20 人（申込順）
持参品　筆記用具、飲み物
備考　 ▽合格者には認定証を発
行 ▽ 5 人に満たないときは中止
の場合あり
申込と詳細　12 月 28 日までに
消防本部救急指令課☎ 058-38
2-3596

応急手当
指導員講習

期日 場所 対象出生児

1 月 4 日
（月） 総合

福祉会館

平成 27 年
8 月 1 日～ 15 日

1 月 6 日
（水）

平成 27 年
8月16 日～31日

1 月 5 日
（火）

あさひ
子ども館

平成 27 年 8 月

期日 場所 対象出生児

1 月25 日
（月）

総合
福祉会館

平成 27 年 2 月
1 月26 日

（火）
あさひ
子ども館

期日 場所 対象出生児

1 月 12 日
（火） 総合

福祉会館

平成 26 年
6 月 1 日～ 15 日

1 月 13 日
（水）

平成 26 年
6月 16 日～ 30 日

1 月14 日
（木）

あさひ
子ども館

平成 26 年 6 月

期日 場所 対象出生児

1 月18 日
（月） 総合

福祉会館

平成 24 年
12月1日～15日

1 月19 日
（火）

平成 24 年
12月16日～31日

1月20日
（水）

あさひ
子ども館

平成 24 年12 月

健診などに駐車料を補助

　健診時などに総合福祉会館
周辺の市の有料駐車場を利用
し、3 時間を超えた方に駐車
補助券をお渡しします。
対象となる健診など　広報紙
の記事の備考欄に記載　
申込と詳細　母子健康手帳と
駐車場入口で受け取った駐
車券を持参し、健康管理課☎
058-383-111612月25日（金）まで

介護保険料　12月分
国民健康保険　 7 期
後期高齢医療　 6 期

今月の

納　税
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■合歓の木幼稚園遊戯会
日時　12 月 12 日（土）　9:10 ～（開場 9:00）
場所　市民会館
詳細　合歓の木幼稚園☎ 058-384-2821
■合歓の木南幼稚園遊戯会
日時　12 月 13 日（日）　9:10 ～（開場 9:00）
場所　市民会館
詳細　合歓の木南幼稚園☎ 058-370-2222
■第 4 回あがたゆりえピアノリサイタル
日時　12 月 13 日（日）　13:00 ～（開場 12:30）
場所　文化ホール
費用　一般 2000 円、高校生以下 1000 円（全席自由、
当日は 500 円増）
詳細　あゆクラブ・縣☎ 080-8251-9634
■市民会館ホワイエコンサート

「冬に聴きたいクラシック」
日時　平成 28 年 1 月 14 日（木）　12:30 ～（開場
12:00）
場 所　 市 民 会 館 ホ ワ イ エ（ ロ
ビー）
出演者　高畑友理子（ピアノ）
費用　大人 300 円、中学生以下
無料
定員　約 100 人（申込順）　 
備考　未就学児の入場はご遠慮ください
申込と詳細　電話などで市民会館☎ 058-389-1818

S
TA
G
E 市民会館・文化ホールの

コンサート / イベント

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日（祝日を除く）

N
A
TU
R
E

冬の夜空を見てみよう！
プラネタリウム・天体観測会

少年自然の家
☎ 058-370-5280

■ 12 月のプラネタリウム
　金星探査機「あかつき」が、再び金星探査に挑み
ます。金星とはどんな特徴の星か、「あかつき」は
何を調べるのか探ってみましょう。
日時 　 ▽ 12 月 13 日（日）　10:00 ～ 11:00 ▽ 12 月
19 日（土）　18:30 ～ 19:30
費用　100 円
備考　途中入場はできません
■ 12 月の天体観察会
　プレヤデス星団や冬の星座、月などを観察してみ
よう。
日時 　12 月 19 日（土）　19:30 ～ 20:30（雨天・曇
天の場合中止）
備考　 ▽途中参加はできません ▽天候や参加人数に
より早めに終了する場合があります

〒 509-0143 鵜沼小伊木町 4-213
㊡月曜日、祝日

A
R
T 気軽にお越しください！

中央図書館 3 階市民ギャラリー

■服部清司さんの花のステンシル遺作展
期間　12 月 15 日～ 20 日　9:00 ～ 17:00（15 日は
10:00 ～）
詳細　野村☎ 0584-22-3044
■ハナムラ・ヒロユキ展「心の開放」
期間　12 月 17 日～ 20 日　10:00 ～ 18:00（20 日は
17:00 まで）
詳細　花村☎ 090-5459-5510

中央図書館
☎ 058-383-1122

K
ID
S サンタさんも来るよ！

「クリスマス おたのしみ会」

　岐阜各務野高校や中部学院大学、かかみのキッズ
のお兄さん、お姉さんたちと一緒に、ハンドベルや
パネルシアターでクリスマスを楽しもう！
日時　12 月 12 日（土）　13:00 ～ 15:15（開場 12:30）
場所　中央図書館 4 階多目的ホール

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 12/4・7・14・21・24・28

IN
FO 中央ライフデザインセンター図書室

休館のお知らせ

　中央ライフデザインセンターの改修
工事に伴い、中央ライフデザインセン
ター図書室は、下記の期間休館となり
ます。ご迷惑をおかけしますが、ご理
解とご協力をお願いいたします。
期間　12 月 28 日～平成 28 年 8 月 31 日

→

→

〒 509-0102 各務字車洞 6797-1
㊡なし

　豊かな里山の自然を感じながら、楽しんで学習で
きる講座です。植物・野鳥・郷土の風習などを、そ
の季節にあった内容の講座で体験できます。
■ 10 日（日）　各務野・自然観察ウオーク
冬の自然遺産の森で体験しよう～春の七草探しとお
かゆの体験～
時間　10:00 ～ 12:00
持参品　筆記用具、防寒着
■ 17 日（日）　昔あそびの「羽子板」づくり
　30 ㎝ほどの羽子板に好きな絵を描いて、その羽
子板でみんなで遊ぼう！
時間　10:00 ～ 11:30
持参品　筆記用具、動きやすい服装、持ち帰り用の袋
材料費　500 円
備考　雨天時は制作のみ、事前に絵柄を考えておい
てください
■ 24 日（日）　各務原アルプス・トレッキング
　各務原アルプス最高峰の金比羅山に登頂して、大
パノラマを展望しよう。昼食時は、豚汁を準備します。
時間　9:30 ～ 12:00（雨天中止）
持参品　筆記用具、昼食（おにぎり）、お茶、登山
できる服装、豚汁代 200 円
■ 31 日（日）　冬のバードウオッチング
　冬は野鳥観察には最適な季節。葉がなく、鳥が見
やすいので 1 年で最もオススメです。
時間　9:00 ～ 11:00（雨天中止）
持参品　筆記用具、防寒具、あれば双眼鏡と図鑑

【共通事項】
定員　30 人（ただし 17 日は 15 人、申込順）
対象　小学生の親子（10・24・31 日は大人のみも可）
費用　1 講座 1 人受講料 300 円。内容により別途材
料費が必要（上記のとおり）
申込と詳細　12 月 1 日～「開講日と講座名、参加
者全員（付添者がいる場合はその旨明記）の住所、氏
名 、ふりがな、性別、年齢、電話番号」を ▽ メール
＝返信用メールアドレスを明記し shizen@wildlife.
ne.jp ▽ 往 復 は が き ＝ 返 信 用 に あ て 先 を 明 記 し
〒 504-8555 那加桜町 1-69、市役所いきいき楽習課
☎ 058-383-1210

N
A
TU
R
E

自然を楽しむ講座がいっぱい！
1 月の「親と子の自然体験塾」

各務野自然遺産の森
☎ 058-385-2773

C
U
LT
U
R
E

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820

　誰でもできる簡単な指編
みで、自分のために、家族
のために、クリスマスプレ
ゼントを作りませんか。子
どもにはマフラー、大人に
はネックウオーマーになり
ます。お好きな色の毛糸をお持ちください。
日時　12 月 19 日（土）　13:30 ～ 15:30
場所　中央ライフデザインセンター
対象　年少～小学 6 年生までの子どもとその家族
定員　10 組（抽選）
費用　大人のみ 300 円（受講料）
持参品　作品 1 つにつき極太毛糸２玉（作りたい分）
講師　淺野和恵・日本手芸普及協会認定師範
申込　12 月 8 日（必着）までに「講座名、住所、参加
者全員の氏名（子どもは学年または年齢も）、電話
番号」を明記しメール chuolife@city.kakamigahara.
gifu.jp または往復はがきで中央ライフデザインセン
ター（窓口申込の場合は、はがき 1 枚持参）

親子でチャレンジ！講座
「マフラーを編もう」

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日、祝日

〒 501-6195 川島竹早町 1
㊡月曜日、12/26 ～ 1/8

C
U
LT
U
R
E

年末の恒例行事！
「屠

と

蘇
そ

散
さん

の無料配布と関連資料展示」

内藤記念くすり博物館
☎ 0586-89-2101

　屠蘇散とは、元旦に 1 年の無病息
災と健康を祈願して飲み交わす、屠
蘇酒に浸すための生薬（薬草）です。
古来より飲用されている香り高い薬
草酒を、ご家族皆さんでお楽しみく
ださい。
期間　12 月 1 日～ 25 日　9:00 ～ 16:30
場所　 ▽配布＝博物館受付 ▽資料展示＝展示室 1 階
配布数　300 袋（なくなり次第終了）
備考　1 家族につき 1 袋
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　来年の勅題「人」を正月花
で祝いましょう。
日時　12 月 25 日（金）13:30 ～
15:30
場所　西ライフデザインセン
ター第１学習室
定員　20 人（申込順）
費用　2300 円（受講料 300 円、材料費 2000 円）
講師　山下定甫・嵯峨御流総司所名誉教授
持参品　花切りバサミ、タオル、新聞紙
申込と詳細　12 月 11 日　10:00 ～、受講料を持参
して直接西ライフデザインセンター（10:00 の時点
で定員を超えた場合はその場で抽選）

〒504-0912 那加桜町 2-186 産業文化センター 4 階
㊡祝日

〒509-0145 鵜沼朝日町 3-163-2
㊡月曜日、祝日

C
U
LT
U
R
E

西ライフデザインセンター
☎ 058-383-1121

冬の短期講座
「美しい生け花で新年を」

C
U
LT
U
R
E

東ライフデザインセンター
☎ 058-384-0507

新しいこと始めてみませんか？
第 3 期勤労青年講座

講座 日程 曜日 回数 定員 受講料 材料代など

 ビギナーさんの らくちんゴハン 1/12 ～ 3/1　19:00 ～ 21:30

火 8

16 人

2000 円

5000 円

 はじめての生け花と茶道 1/12 ～ 3/1　19:00 ～ 21:00 15 人 6400 円

 ゴルフ入門 A　 1/12 ～ 3/1　19:00 ～ 20:30 12 人 1300 円 / 回

 魅惑のベリーダンス 1/12 ～ 3/8　19:30 ～ 20:30 20 人 －

 和のこころ、茶道 1/13 ～ 3/2　18:30 ～ 20:30

水 8

12 人

2000 円

900 円

 我が家の美味しい♪レシピ 1/13 ～ 3/2　19:00 ～ 21:00 16 人 5000 円

 ゴルフ入門 B 1/13 ～ 3/2　19:00 ～ 20:30 12 人 1300 円 / 回

 リラックスヨガ　 1/13 ～ 3/2　19:30 ～ 21:00 20 人 －

 基礎の料理 1/14 ～ 3/10　19:00 ～ 21:00

木 8

16 人

2000 円

5000 円

 HIP HOP　 1/14 ～ 3/10　19:00 ～ 20:30 20 人 －

 かんたん着付け 1/14 ～ 3/10　19:30 ～ 21:00 12 人 －

 ヨーガ～内側から美しく～ 1/15 ～ 3/4　19:30 ～ 21:00 金 8 20 人 2000 円 －

 腸！元気レシピ 1/16・1/30・2/20　10:00 ～ 13:00
土

3 16 人 750 円 2400 円

 きれいピラティス 1/9 ～ 2/27　10:00 ～ 11:30 8 20 人 2000 円 －

　新しい年がもうすぐ始まります。
気分を新たに何かを始めてみません
か？青年館にはリーズナブルで楽し
い講座がたくさんあります。好きな
ことが見つかるかも！
日程　下表のとおり
場所　東ライフデザインセンター青年館
対象　市内在住または在勤の 35 歳以下の勤労青少年
備考　 ▽ 今年度初めての方は、27 年度青年館登録
料 200 円が必要 ▽ 受付は申込順 ▽ 申込少数の講座
は中止 ▽納められた受講料・材料代は返金不可
申込と詳細　12 月 4 日　18:30 ～費用を持参して、
東ライフデザインセンター青年館

【講座一覧】

川島ほんの家
☎ 0586-89-5610

K
ID
S クリスマスリース工作も！

「クリスマスのおはなし会」

　クリスマスのお話を楽しん
でから、「ふさふさサンタリー
ス」を作ろう！
日時　12 月 19 日（土）　14:00 ～
15:00
場所　川島ほんの家幼児コーナー
対象　幼児・児童とその保護者
定員　工作のみ 15 人（申込順）
申込　工作のみ、当日 9:00 ～受付（電話可）

〒 501-6022 川島松倉町 1951-4
㊡ 12/4・7・14・21・24・28 ～ 1/4

〒 501-6021 川島笠田町 1453
㊡ 12/14・1/12・2/8・3/14

〒 501-6021 川島笠田町 
㊡第 2 月曜日、12/31・1/1

N
A
TU
R
E

今年もお魚たちがクリスマスを演出！
12 月のイベント情報

世界淡水魚園水族館 アクア・トト ぎふ
☎ 0586-89-8200

■クリスマス特別水槽「クリスマス  トト☆ツリー」
　まるで魚のオーナメント！サンタクロースやトナ
カイ、白い雪をイメージした生き物がクリスマスの
水槽を演出します。
期間　12 月 25 日まで　
■デンキウナギでクリスマスツリー点灯 !?
　デンキウナギの発電に反応して、クリスマスツ
リーのイルミネーションが輝きます。
期間　12 月 25 日まで
■ものづくりワークショップ「おさかなスノードー
ムをつくろう！」
日時　12 月 27 日までの土・
日曜日、祝日　12:00 ～ 16:00
費用　400 円

【共通事項】
備考　入館料が必要
開館時間　9:30 ～ 17:00（土・日・祝日は 18:00）
入館料　大人 1500 円、65 歳以上 1350 円（年齢を
証明するものを持参）、中高校生 1100 円、小学生
750 円、幼児（3 歳以上）370 円

■誰でもできるウッドバーニング
　特殊な電熱ペンを使い、木
に絵や文字を描いてオリジナ
ル小物を作ります。革に描く
レザーバーニングもできます。
日時　12 月 5 日（土）・6 日（日）・12 日（土）・19 日（土）・
23 日（水・祝）・26 日（土）・27 日（日）　10:00 ～
15:00
費用　400 円～
■的当てエアーロケットポケ丸製作教室
　ペットボトルを使ったエアーロケットを作って、
芝生広場で飛ばして遊びます。
日時　12 月 23 日（水・祝）　① 10:00 ～② 11:00 ～
③ 13:00 ～④ 14:00 ～⑤ 15:00 ～
定員　各 15 人（申込順）
費用　700 円

〒 509-0132 鵜沼西町 1-116-3
㊡月曜日

C
U
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U
R
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戦争について知ろう！
「親子歴史教室」～戦後 70 年編～

歴史民俗資料館
☎ 058-379-5055

　航空機産業を主とする近代各務原市域の発展と、
各務原空襲・戦後復興について学びます。
日時　12 月 19 日（土）　9:00 ～ 15:00
集合場所　炉畑遺跡公園駐車場（鵜沼三ツ池町 6）
コース　市内の戦時遺跡、川崎重工業などの見学（バ
スで移動）と座学
対象　小学校高学年以上の児童とその保護者
定員　15 組（申込順）
費用　大人 300 円、子ど
も 200 円
持参品　昼食、お茶
申込と詳細　電話などで
歴史民俗資料館

C
U
LT
U
R
E

大人も子どもも楽しめるクラフト体験
「おもしろ工房」

河川環境楽園自然発見館
☎ 0586-89-7022
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毎月 1日号に掲載

健康に役立つ情報をお届け！
み ん な 集 合

掲載する団体・サークル
を募集中！詳しくは秘
書広報課☎ 058-383-
1111（内線 2151）

File № 12-1                                                 

KIDS in Kakamigahara

個
の
部
品
か
ら
で
き
て
い
る
こ

と
な
ど
、
社
会
の
勉
強
だ
け
で

は
分
か
ら
な
い
よ
う
な
こ
と
が

た
く
さ
ん
分
か
っ
た
の
で
よ

か
っ
た
で
す
。

　

車
に
か
か
わ
る
勉
強
は
ま
だ

あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
勉
強

に
も
高
岡
工
場
で
教
え
て
い

た
だ
い
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

し
っ
か
り
と
学
び
た
い
で
す
。

文
・
５
年　

多
和
田
千ち

と
せ歳
さ
ん

社会見学
鵜沼第一小学校

　

高
齢
期
は
、食
が
細
く
な
る
、

食
べ
物
の
好
み
が
変
わ
る
、
入

れ
歯
が
合
わ
ず
食
事
が
食
べ
に

く
く
な
る
な
ど
の
理
由
で
、
栄

養
の
足
り
な
い
状
態（
低
栄
養
）

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

低
栄
養
に
な
る
と
、
抵
抗
力

や
回
復
力
が
低
下
し
ま
す
。
筋

力
が
衰
え
て
転
倒
や
骨
折
を
し

て
、
介
護
が
必

要
な
状
態
に
陥

り
や
す
く
な
り

ま
す
。

【
低
栄
養
状
態
を
予
防
す
る
ポ

イ
ン
ト
】

①
１
日
３
食
、
規
則
正
し
く
食

べ
ま
し
ょ
う
。

　

朝
と
昼
を
一
緒
に
し
て
、
２

食
で
済
ま
せ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

山
歩
き
は
、
額
に
汗
し
て
登

る
分
、
そ
の
後
に
訪
れ
る
大
き

な
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。
山
頂

か
ら
の
景
色
は
、
ま
さ
に
大
自

然
の
中
に
抱
か
れ
て
い
る
感
じ

で
気
分
爽
快
。
登
り
の
辛
さ
も

忘
れ
て
、
思
わ
ず
見
と
れ
る
眺

望
は
も
ち
ろ
ん
最
高
で
す
。

　

ま
た
、
登
っ
て
い
る
途
中
に

見
ら
れ
る
次
々
と
変
わ
る
景
色

や
、
道
の
脇
に
咲
い
た
可
憐
な

草
花
に
、
ふ
っ
と
心
が
休
ま
り

癒
さ
れ
ま
す
。

　

登
り
な
が
ら
も
、
登
っ
て
か

ら
も
気
持
ち
が
良
い
。
そ
れ
が

山
登
り
の
魅
力
で
す
。
そ
れ
を

通
し
て
、
仲
間
と
の
交
流
も
広

が
り
、
い
ろ
ん
な
山
に
登
っ
て

い
く
う
ち
に
、
山
の
魅
力
が
わ

か
っ
て
き
ま
す
。
四
季
折
々
の

変
化
、
特
に
新
緑
と
紅
葉
は
間

近
に
見
れ
ば
、
よ
り
一
層
素
晴

ら
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
山
頂

で
頬
張
る
お
に
ぎ
り
は
、
一
段

と
お
い
し
い
で
す
よ
。

　

私
た
ち
の
会
は
、
結
成
10
周

年
を
迎
え
、
現
在
男
性
９
人
、

女
性
14
人
の
計
23
人
。
自
然
や

草
花
を
愛
し
、
山
歩
き
の
好
き

な
人
た
ち
が
集
ま
り
、
和
気
あ

い
あ
い
と
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
優
雅
な
散
策
の
ひ
と
と
き

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

行
先
は
、
季
節
や
個
人
の
能

力
も
考
慮
し
、
低
山
・
里
山
を

中
心
に
会
員
の
方
か
ら
希
望
地

を
募
っ
て
、
年
間
計
画
を
立
て

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

会
員
募
集
中
。
ま
ず
は
試
し
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
日　

第
１
・
３
木
曜
日

会
費　

年
４
０
０
０
円

詳
細　

松
井
☎
０
５
８
（
３
８

４
）
２
８
６
０

かがみの山歩会

②
毎
食
、
主
食
＋
主
菜
＋
副
菜

を
そ
ろ
え
ま
し
ょ
う
。

　

肉
や
魚
、卵
、大
豆
製
品
の
ど

れ
か
を
毎
食
食
べ
ま
し
ょ
う
。

野
菜
は
、
加
熱
す
る
と
量
を
無

理
な
く
と
れ
ま
す
。

③
牛
乳
・
乳
製
品
を
積
極
的
に

と
り
ま
し
ょ
う
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
た
め
、

カ
ル
シ
ウ
ム
の
豊
富
な
食
品
を

意
識
し
て
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。

④
噛
み
や
す
く
、
飲
み
込
み
や

す
い
よ
う
に
、
調
理
の
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

年
を
重
ね
る
と
、
噛
み
切
り

に
く
い
も
の
や
の
ど
に
く
っ
つ

き
や
す
い
も
の
が
食
べ
づ
ら
く

な
り
ま
す
。
調
理
に
ひ
と
手
間

か
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
水
分
を
こ
ま
め
に
補
給
し
ま

し
ょ
う
。

　

高
齢
に
な
る
と
、
の
ど
の
渇

き
を
感
じ
に
く
く
、
脱
水
症
状

や
便
秘
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

汁
物
や
お
茶
な
ど
で
、
十
分

に
水
分
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

⑥
１
カ
月
に
１
度
は
体
重
を
計

り
ま
し
ょ
う
。

　

定
期
的
に
計
る
こ
と
で
、
低

栄
養
状
態
を
早
期
に
発
見
で
き

ま
す
。

詳
細　

健
康
管
理
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）１
１
１
５

　

私
は
社
会
見
学
で
高
岡
工
場

へ
行
き
ま
し
た
。
社
会
で
学
習

を
し
た
中
で
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ヤ
ー
が
１
㎞
と
い
う
の
は
知
っ

て
い
た
け
れ
ど
、
実
際
に
ど
の

よ
う
に
動
い
て
い
る
か
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

組
み
立
て
の
時
の
問
題
が
分
か

る
よ
う
に
す
る
「
ひ
も
ス
イ
ッ

チ
」
と
「
ア
ン
ド
ン
」
が
、
ど

の
く
ら
い
使
わ
れ
て
い
る
の
か

分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
確
か

め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
高
岡
工
場
の
見
学
に

行
っ
て
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー

は
見
学
通
路
か
ら
見
て
、
先
が

見
え
な
い
く
ら
い
長
か
っ
た
の

で
、
そ
こ
か
ら
高
岡
工
場
は
ど

の
く
ら
い
の
広
さ
な
の
か
と
、

他
に
気
に
な
る
こ
と
が
で
て
き

ま
し
た
。高
岡
工
場
の
広
さ
は
、

１
１
０
万
㎡
で
、
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー

ム
23
個
分
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

次
に
、「
ひ
も
ス
イ
ッ
チ
」
を

ひ
い
て
「
ア
ン
ド
ン
」
が
ど
れ

だ
け
は
ん
の
う
す
る
か
は
、
見

学
通
路
か
ら
見
て
、２
、３
分
に

１
回
ぐ
ら
い
で
、
意
外
に
も
た

く
さ
ん
問
題
が
起
き
て
い
て
、

黄
色
い
線
の
と
こ
ろ
ま
で
で
解

決
し
な
い
こ
と
も
多
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
見
学
や
、
質
問
の
答

え
な
ど
を
聞
い
て
、
１
５
０
０

ぐ
ら
い
の
検
査
を
受
け
る
こ
と

や
、
車
１
台
で
小
さ
な
ネ
ジ
ま

で
入
れ
て
数
え
る
と
、
約
３
万

元
気
で
長
生
き

低
栄
養
予
防
の
食
事

浅野寿子さん｜平成27年度「かかみがはらＣＭ」最優秀作品を監督

　

市
民
が
企
画
か
ら
シ
ナ
リ

オ
、
撮
影
ま
で
手
掛
け
た
「
か

か
み
が
は
ら
Ｃ
Ｍ
」。
11
月
３

日
に
行
わ
れ
た
上
映
会
で
、
浅

野
さ
ん
が
監
督
を
務
め
た
「
そ

れ
な
ら
！
各
務
原
」
が
、
見
事

最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
。

　

作
品
の
主
役
は
、
住
む
と
こ

ろ
を
探
す
新
婚
の
夫
婦
。
奥
さ

ん
の
求
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
条
件

に
、「
そ
れ
な
ら
！
」
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
で
答
え
る
先
輩
マ

マ
た
ち
。
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ー

さ
と
、
共
感
を
呼
ぶ
内
容
が
、

鑑
賞
者
の
心
を
掴
み
、
な
ん
と

投
票
数
の
半
数
近
く
も
の
票
を

集
め
た
。

　

市
内
の
映
像
制
作
団
体
「
Ｆ

ｕ
ｎ　

Ｆ
ａ
ｎ　

Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ

か
か
み
が
は
ら
」
に
身
を
置
く

浅
野
さ
ん
は
、
主
婦
の
か
た
わ

ら
、
市
内
で
行
わ
れ
た
撮
影
や

イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し

て
き
た
。
そ
の
う
ち
に
、
各
務

原
市
の
魅
力
と
は
何
か
を
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

制
作
に
あ
た
り
、
大
切
に
し

た
の
は
「
誰
に
伝
え
る
か
」。

市
に
定
住
し
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、「
こ
れ
か
ら

子
育
て
を
始
め
る
女
性
」
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
選
ん
だ
。

　
「
そ
の
人
た
ち
に
何
を
伝
え

る
べ
き
か
を
考
え
た
と
き
、
初

め
て
自
分
が
考
え
て
き
た
市
の

魅
力
の
答
え
に
た
ど
り
着
け
ま

し
た
」
と
い
う
浅
野
さ
ん
。
彼

女
が
ヒ
ン
ト
を
得
た
の
は
、
自

ら
の
主
婦
経
験
だ
っ
た
。

　

名
古
屋
か
ら
各
務
原
に
住
ん

で
20
年
。
の
ど
か
な
の
に
買
い

物
に
も
便
利
で
、
子
育
て
に
適

し
た
環
境
が
市
の
魅
力
だ
と
語

る
浅
野
さ
ん
。「
そ
れ
な
ら
！
」

と
い
う
言
葉
に
は
、
彼
女
の
自

信
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
自
分
の
思
い
が
形
に
な
り
、

市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
こ
と

を
、と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
」

制
作
を
振
り
返
り
、
浅
野
さ
ん

は
笑
顔
で
語
っ
た
。

　

作
品
は
12
月
中
旬
か
ら
名
古

屋
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ス
ク
エ
ア
シ

ネ
マ
で
公
開
。
彼
女
の
思
い
は

多
く
の
夫
婦
の
背
中
を
押
す
こ

と
だ
ろ
う
。

ASANO Hisako
とにかく楽しいことが好き。ロゴ
のデザインなども手掛け、その活
動は映像に限らず、多岐にわたる。

「それなら！各務原」30秒に込めた思い

　

鵜
沼
第
一
小
学
校
で
は
、
社

会
科
で
、
自
働
化
の
事
例
で
あ

る
「
ひ
も
ス
イ
ッ
チ
」
や
ト
ヨ

タ
生
産
方
式
の
「
ア
ン
ド
ン
」

に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
後
、
ト

ヨ
タ
自
動
車
の
高
岡
工
場
へ
社

会
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
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作　

・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

各
務
原
飛
行
場
百
年
物
語

　

今
も
昔
も
日
本
の
家
屋
に
欠
か
せ
な
い

畳
。
い
草
特
有
の
香
り
や
質
感
が
、
私
た
ち

に
癒
し
を
も
た
ら
し
ま
す
。　

　

那
加
東
新
町
に
作
業
場
を
構
え
る
宮
沢
さ

ん
は
、
こ
の
道
50
年
。
中
学
卒
業
後
、
約
8

年
間
修
業
に
励
み
、
長
年
、
畳
作
り
と
古
く

な
っ
た
畳
の
修
繕
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

畳
職
人
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
あ
る
「
表

替
え
」
で
は
、
畳
の
表
面
に
、
編
ん
だ
い
草

を
た
る
ま
な
い
よ
う
、
素
早
く
し
っ
か
り
と

固
定
。
畳
の
目
に
歪
み
が
な
い
か
ど
う
か
入

念
に
確
認
し
ま
す
。
緻
密
さ
と
力
が
求
め
ら

れ
る
作
業
で
す
が
、「
高
い
耐
久
性
」の
た
め
、

１
㎜
の
ズ
レ
も
許
し
ま
せ
ん
。

　
「
儲
け
よ
り
、
お
客
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
が
見

た
い
」
と
宮
沢
さ
ん
。
使
い
込
ま
れ
た
道
具

が
所
狭
し
と
並
ぶ
仕
事
場
に
は
、
そ
ん
な
匠

の
思
い
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

FILE №　041

畳職人
（たたみしょくにん）

　10 月 25 日、少年自然の家で「子どもフェスティ
バル 2015」が開催され、多くの親子連れでにぎ
わいました。
【市民カメラマン：富田博道さん】
暖かい秋晴れの日、多くの家族連れが訪れていま
した。子どもたちの表情は明るく、どの体験コー
ナーでも一生懸命がんばり、楽しんでいる姿が見
られました。また、親子で楽しむ姿はほほえまし
かったです。 

アートは生きるちからを育む 文化の日を彩るイベント

災害に備え、連携を強化！

第 5回障がい者アート展 マーケット日和

緊急消防援助隊岐阜県大隊訓練子どもフェスティバル 2015

　今年で 5 回目となる障がい者アート展。「才能
に障がいはない」をテーマに、絵画・書・陶芸・
彫刻・版画など障がい者の方の作品 169 点に加え、
近隣アーティストの作品 18 点が展示されました。
　作品は、段ボールに自由な発想で描いた絵画な
ど、どれも個性が光るものばかり。会場を訪れた
方は、「作者が何を表現したいのか、考えながら
見ることができて面白いですね」と、作品に見入っ
ていました。　（11 月 7 日～ 21 日、中央図書館）

　「文化の日」の 11 月 3 日、学びの森と市民公
園で本や音楽、芸術を楽しむイベント「マーケッ
ト日和」が開かれ、多くの人でにぎわいました。
　会場には、飲食店や雑貨店、恒例の青空古本市
や移動映画館のほか、緑あふれる学びの森にぴっ
たりな音楽演奏も行われました。イベントを訪れ
た方は、「たくさんの本や、お店が出ていてワク
ワクしますね」と「モノ」や「ヒト」との出会い
を楽しんでいました。

　川島小網町の県消防学校で、県下の消防本部の
精鋭が集まる大規模な訓練が行われました。この
訓練は、県下 22 消防本部の連携強化や、隊員の
災害対応能力の向上を目的に行われています。
　会場では「土砂災害救出訓練」や「座屈建物救出
訓練」など全部で 7 つの訓練が行われました。隊員
たちは本番さながらの緊迫した雰囲気の中、要救助
者を発見。迅速、的確な判断で高度な資器材など
を使用し、素早く救出していました。（11 月 5 日）

好
き
だ
ろ
う
。
も
し
、
東
京
へ
行
っ
た
ら
本

を
送
る
よ
。
そ
し
て
、
時
々
は
手
紙
も
出
す

よ
。
こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
し
よ
う
」

　
い
つ
の
間
に
か
春
の
太
陽
も
中
天
を
過
ぎ

て
い
た
。

「
も
う
昼
過
ぎ
だ
。
腹
が
減
っ
て
き
た
か
ら

帰
ろ
う
か
」

　
毅
の
言
葉
に
頷
い
た
竹
男
は

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
最
後
に
約
束
し
よ
う
。
い
つ

か
ま
た
三
人
で
集
ま
ろ
う
よ
、
き
っ
と
」

― 

つ
づ
く

11

「
俺
か
。
俺
は
岐
阜
の
中
学
へ
行
く
よ
。
本

当
は
あ
ん
ま
り
勉
強
は
好
き
じ
ゃ
な
い
け
ど

…
将
来
は
東
京
の
大
学
へ
行
け
っ
て
親
父
が

う
る
さ
く
て
」

「
そ
り
ゃ
ぁ
、
大お

お
ひ
ら平
田た

の
息
子
だ
か
ら
な
。

将
来
は
村
長
か
郡
長
か
」

「
い
や
、
そ
れ
は
兄
貴
が
い
る
の
で
。
本
当

は
…
そ
の
大
平
田
が
俺
は
イ
ヤ
な
ん
だ
。
い

つ
も
頭
に
圧
し
掛
か
っ
て
い
る
よ
う
で
さ
。

そ
れ
で
、
も
し
東
京
へ
行
っ
た
ら
…
親
父
に

は
内
緒
だ
け
ど
…
新
聞
記
者
か
小
説
家
に
で

も
な
っ
て
や
ろ
う
か
と
勝
手
に
思
っ
て
る
」

「
へ
ぇ
ー
、
驚
い
た
」

「
と
こ
ろ
で
、
竹
男
君
は
」

「
僕
は
と
う
に
決
ま
っ
て
る
。
さ
っ
そ
く
明

日
か
ら
百
姓
さ
。
親
父
が
病
気
だ
し
…
」

「
そ
う
だ
ね
。
本
当
は
三
人
の
中
で
竹
男
君

が
一
番
勉
強
が
出
来
る
の
に
、
ね
ぇ
」

　
そ
う
言
っ
て
毅

つ
よ
し
は
兵
ひ
ょ
う
ど
う頭
の
同
意
を
得
て

「
そ
う
だ
、
竹
男
君
。
君
は
本
を
読
む
の
が

【これまでのあらすじ】大正6年（1917年）の稲葉郡蘇原村。蘇原尋常小学校に通う平田竹男は、友人の大平田毅と兵頭とともに
　　　　　　　　　　見た「飛行機」に衝撃を受ける。月日は流れ、小学校を卒業する3人は、それぞれ別の道を歩み始める…

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
匠
フ
ァ
イ
ル

今
号
の

表
紙
を

飾
っ
た
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書
「徐

じょ

渭
い

」

　本格的に書を始めて、約 25 年。書

をしたためるときは、線の流れや余白、

強さ、かすれなどを考え、無心になっ

て書き上げます。

　この作品は、中国明代の文人、徐渭

の詩の一部を書いたもの。全国規模の書

道展で、文部科学大臣賞をいただきま

した。100 文字以上の漢字を書きあげ

るのは大変ですが、満足のいく書が仕

上がったときの喜びはひとしおですね。

今後も大好きな書を続けていきます。

前田祥園さん 

  （東山）

CITY
GALLERY

無心になって書いた渾身の一枚

木下　龍
りゅうき

樹ちゃん（H21.10.7 生）
　　　杏

あ ず き

樹ちゃん（H27.1.5 生）

私たちを楽しませてくれる佳枝ちゃん。いつ

もありがとう。元気にすくすくと成長してね！

（繁さん・美沙さん、鵜沼南町）

いつも元気な龍樹と杏樹、いつまでも仲良し

な兄と妹でいてね☆

（重光さん・直美さん、那加織田町）

松村　佳
か

枝
え

ちゃん（H26.4.26 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8310 人（男　7万 3315 人・女　7万 4995 人）

世帯｜ 5万 7705 世帯　　　　　　平成 27 年 11 月 1日現在
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